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第35回優秀板金製品技能フェア表彰式
〈工業会からのお知らせ〉

プレスブレーキ（初級）セミナー
第２２回親睦ゴルフコンペ

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック
板金“い・ろ・は”研修会
技能検定試験合格
おめでとうございます！

効果的なOJTを実施する為の指導法

後輩指導力の向上と
中堅・ベテラン従業員の役割

今回の表紙の説明
編集後記
今後の予定

〈マイブーム〉

継 承

第26回九州シートメタル工業会定期総会
〈 特 集 〉
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　最初に安岡会長から『コロナ禍も丸3年が過ぎまして、規制緩和により博多駅周辺も外国人観光客が多
くみられるようになりました。景気の方も上向いてくるのではと期待しています。ピンチはチャンスという言
葉通り工業会の研修・セミナーに積極的に参加して社員のレベルアップをすることが、後々企業の足腰を強
くすることにつながると思いますので本年度もご協力お願い致します』と挨拶がありました。

　次に令和4年度事業報告、収支決算報告が
ありコロナ禍で工場視察研修は中止になりま
したが、セミナー・講習はほぼ予定通りに開催
することができたと報告がありました。

　続けて、企画推進委員会より実施事業報告
があり、その中で企画推進委員会の若返り化
のため委員長・副委員長を交代することとな
りました。

　去る2023年4月20日木曜日オリエンタルホテル福岡（博多区博多駅中央街4-23）にて53社(内委任状提出17
社)64名の会員の出席により第26回九州シートメタル工業会定期総会が開催されました。

定期総会第１部

安永　翔太（株式会社ヤスナガ）
早川　隆晃（有限会社早川プレテック）

藤　雄一朗（株式会社三藤製作所）

regular general meeting

安岡会長による挨拶 

左から 藤/安永/早川　

新委員長

新副委員長

各事業報告 

第26回九州シートメタル工業会定期総会特集
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　次に、令和5年度事業計画（案）、企画推進委員会事業計画（案）、予算計画（案）の報告にて本年度はコロ
ナ禍の規制緩和を受けまして、例年通りに活動を行いセミナー・講習・他県への工場視察研修会の実施及
び工業会の出張セミナー（宮崎県）を新しく行う予定となりました。
　以上の議案審議において拍手をもって承認可決となりました。

記念講演会第2部

　『一流選手、一流の指導者から学ぶ組織マネジメントと一流の習慣術』
　　　　　　　　　　　～イチロー、田中将大との出会いを通じて～

演 題

講 師 NPO法人ベースボールスピリッツ理事長　奥村　幸治様

　一流選手の目標の作り方、自己アピール法、日本とアメリカの指導法の違い、運の掴み方など仕事の上で
も指導・自己マネジメントなど大変参考になるお話を有名選手のエピソードを交えて楽しく拝聴することが
できました。

Commemorative Lecture

板金技能フェア受賞作品の表彰

奥村様による講演会
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　引き続き39社73名の参加により懇親会が行われました。
野村総務部会幹事の乾杯の御発声から久しぶりにお酒を酌み交わし、コロナ禍以前のように交流し笑い
声・笑顔が絶えない時間となりました。

宴もたけなわ、鶴元総務部会長の
『帰るまでが懇親会』との〆の
ご挨拶により閉宴となりました。

今回の定期総会もたくさんのご出席誠にありがとうございます。　今後ともよろしくお願いいたします。

懇親会第3部

 〈藤 雄一朗　(株)三藤製作所〉

Social gathering

諸先輩方へご挨拶1

野村幹事による乾杯

諸先輩方へご挨拶2

懇親会の様子2

懇親会の様子1

鶴元総務部会長による締めの挨拶

Special feature
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厚生労働大臣賞

第35回 優秀板金製品技能フェア表彰式
　　3月18日(土） AMADA FORUM（神奈川県伊勢原市）にて、第35回 優秀板金製品技能フェア表
彰式が行われました。応募総数は、215点（学生15点、海外78点含む）。
　厚生労働大臣賞は「THE EARTH」(株)マツダ（静岡県）、経済産業大臣賞は「スリットフィン～自由な
伝熱フィン～」(株)最上インクス（京都府）が受賞されました。
　九州からも6社9作品が出品し、日刊工業新聞社賞に「星型エンジン」シンエイメタルテック(株)、単
体の部グランプリに「板金 origami」リョーユウ工業(株)、技能賞に6作品、技能奨励賞に1作品が受賞
されています。

経済産業大臣賞

スリットフィン ～自由な伝熱フィン～ 株式会社最上インクス【京都府】

ＴＨＥ　ＥＡＲＴＨ 株式会社マツダ【静岡県】 詳しくはコチラより
　　ご覧頂けます▶

詳しくはコチラより
　　ご覧頂けます▶　

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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単体品の部　技能賞 組立品の部　技能賞 組立品の部　技能賞

溶接品の部　技能賞 造形品の部　技能賞 造形品の部　技能賞

日刊工業新聞社賞

星型エンジン
シンエイメタルテック株式会社【佐賀県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

プラモデルの箱（蓋）
有限会社 長崎軽金属【長崎県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

極 竹
有限会社 長崎軽金属【長崎県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

取り外し可能シュウター
株式会社 田名部製作所【福岡県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

ダイヤモンドも永遠の輝き
有限会社 長崎軽金属【長崎県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

３人打ち用麻雀牌
有限会社 長崎軽金属【長崎県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

ステンレス水耕栽培タワー
株式会社ナダヨシ（【福岡県】

九州シートメタル工業会からの出品で技能賞以上の受賞作品は以下の8作品となります。

単体品の部グランプリ

板金　origami
リョーユウ工業株式会社【福岡県】

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

詳しくは
コチラより
ご覧頂けます

▼

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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　海外作品の受賞も増え、上位入賞の
難易度と価値は年々上がっていると感
じます。今回は現地・オンライン両方の
投票により行われ、私も久々にリアル作
品鑑賞しました。
　ネット上で見る印象と生で見る印象
が違う作品も多々あり、次回以降も見
せ方の面で工夫が必要になりそうです。

　そして今回の表彰式は4年ぶりのリアル開催ということで、九
州メンバーだけでなく、様々な方々と交流することが出来ました。
（やっぱりリアルは最高です！）

　その後も、表彰式交流会→食事会→2次会 (居酒屋)→3次会(談話ルーム)と板金談話は尽きることなく
続き、改めて本表彰式は貴重な出会いの場だと実感しました。
　この技能フェアに取り組むスタンスは、会社によって異なると思いますが、個人的には継続することの大
切さを再認識した一日でした。

　最後に、本フェアは大変得るものが多く、是非沢山
の方々に体感して欲しいと思います。
　普段の図面通りの製品をつくる仕事とは真逆の、
作ってみたいものを作る絶好の機会です。こういうクリ
エイティブで柔軟な思考が求められる経験が、将来的
な会社の財産になると思います。
　これまでの実績を活かしたサポートを工業会で行っ
ておりますので、チャレンジされたい方は気軽にご相
談下さい。
　次回も弊社は参加する予定です。今から、2次会3
次会が楽しみです！

リニューアルされた展示場

4年振りの表彰式

賑わう交流会 圧倒的な巨大画面

ミラクルな２次会

〈林　一徳　(株)まるわステンレス工業〉

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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親睦ゴルフコンペ
　3月28日に第22回九州シートメタル工業会親睦ゴルフコンペが行われました。
　コンペの舞台となったのは小郡カンツリー倶楽部。雲一つない晴天の中、コース内には満開の桜が咲いており、
最高のコンディション！！
　コロナの規制が緩和されだした中で開
催された今回の参加者は、初参加者5名を
含め前回よりも多い24名でのコンペとな
り、良い天候も合わさって開放的に楽しくプ
レイできました。
　前回のコンペからダブルペリア方式の個
人戦に加え、それぞれの組がチームとなり、
組内上位3名の平均スコアで争うチーム戦
が行われ、各チーム同士の白熱した戦いも
見どころとなりました。
　気になる結果ですが、ベスグロはスコア83でさすがの実力者！株式会社ヤスナガの安永社長。
チーム賞は(株)三松・田名部社長、ベルテクネ(株)・前田社長、ナサ工業(株)・長澤社長、ケイエルテック(株)・百田
社長の組でした。

　私自身今回が初参加となりましたが、ゴルフの技術も含め
諸先輩方とお話ができてとても充実した日となりました。
　こういった場所でしか聞けない話もあり、ゴルフだけではなく
仕事に対する考え方の勉強にもなるので、もっと若手の方が増
えていけばなーと個人的に思っています。

〈早川　隆晃　（有）早川プレテック〉

ベルテクネ(株)　前田社長でした。の
そして、今回個人戦優勝となったのは．．．

前田社長は前々回のコンペも
優勝されており、当時はコロナ禍で
表彰式が無かった為、2大会ぶりの
表彰となりました。

ちなみに前回は不参加でしたので、実質2連覇です。 すごい！

優勝した前田社長の
ティーショット

集合写真

チーム賞の皆さん

ベスグロ安永社長の
ティーショット

優勝の
ベルテクネ（株）
前田社長

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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プレスブレーキ（初級）セミナーを実施致しました
　令和5年2月2日（木）・3日（金）の2日間、8社9名
にて「プレスブレーキ（初級）セミナー」を実施致し
ました。
　実務経験2ヶ月～6ヶ月の方を対象とした2日間
のセミナーですが、今回の受講者は0ヶ月から3年
以上の経験者と、経験値にかなり差が有りました
が、曲げ作業の基礎（曲げによる変形や、曲げの種
類、圧力計算法や圧力表の見方、 伸び代について
や、金型の選び方など）から学ぶ為、知らずにやっ
ていた事が有ったり、間違って覚えていた事が有っ
たりしたようです。
　実技の授業は先生や、実務経験のある受講者が教えたりと色々有ったようですが、皆様楽しく受講されてい
ました。毎年、実技をもっとしたかった、と言う感想が多いのですが、基本的な事を教わらずに実務をされる方が
多いようですので、「基本を知る」と言う座学の時間は大事な時間です。
　毎年、技能検定試験にて使用するベンダーを使用しての授業となりますので、技能検定試験の機械板金作業
を受検される予定の方にはオススメのセミナーとなっています。
　本年度も２月に実施しますので、皆様のご参加をお待ちしております。

　令和5年2月24日（金）・25日（土）の2日間、6社12名にて「ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック」を実施致
しました。ポリテクセンター福岡に依頼しての講習となりますが、当工業会のオリジナルとして、仕上げの講師を
メーカー様にお願いしています。 
　講習内容としては、TIG溶接のしくみ・概要、ステンレス鋼の種類・性質、溶接ひずみに関する内容についての
講義を聞き、実技では、ステンレス容器の作成を行いました。学科の授業で溶接ひずみの内容を学んでいたの
で、溶接順序の工夫や、パルス溶接を利用して、溶接の実技を以下の課題について実施しました。

　受講者の溶接経験の差が有るので、それぞれに合った実習を行って頂きました。又、課題の作製を通じて、
トーチ角度や溶接条件設定、パルス溶接設定などの理解を深めていました。　

●材料のタック溶接
●課題作成における角継手、T継手、
  重ね継手の施工条件設定
●板厚および継手の違いによる
  溶接条件の把握
●ひずみを抑える溶接順序の検討
●ステンレスによる各種溶接姿勢を
  用いた圧力容器の作成 仕上げ作業中 溶接作業中

プレスブレーキ実技授業中

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニックを実施致しました

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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板金“い・ろ・は”研修会 フォロー研修２回目を実施致しました
　令和5年3月8日（水）にメイン研修の令和4年5月12日～13日から約10ヶ月かけての長丁場となります板金
“い・ろ・は”研修会の フォロー研修２回目を実施致しました。 
　今回の研修の狙いは、新社会人となり、半年がたって、配属先で初級レベルの職務をこなせるようになってき
ているはずなので、それはスタート時点の第一ハードルであり、今後3年程度で一人前の職場のメンバーとして
リーダーや同僚に認められる社員とならなければいけない事を認識し、この半年間を振り返り、上司、先輩に
教えられて身に付いたこと（知識、技能、行動）を棚卸して整理し、その過程で気付いたことや反省点を明確にし
て、次なる目標とするものを検討する。と、いうものです。 

　社会人、職業人としての自分の強み／弱みを分析して、今後の自己成長に向けた成果行動や、望ましい意識／
行動の分析を行い、重視すべき点を定め、自己行動変革に向けてのポイントを絞り込み、目標設定とスケジュー
リングの訓練を行いました。
　カリキュラムに沿って講習は進み、課題に対して、グループ討議を行い、まとめて発表しました。

この板金"い・ろ・は”研修会は毎年実施していますので、新入社員が入られた時は、是非、参加のご検討をお
願い致します。

を記入し、各グループで声に出して読み、相手に手渡しました。
そして、宿題（2年後までの自己成長プラン）を貰って、感想文を書いて、長い研修会を終えました。

その感想文には
「社会人として、できて当然な事は、しっかりできるようにする事が大切だと言う事を学ぶ事が出来ました。
  他の会社の方と交流する機会も少ないので、一緒に学ぶ事ができて楽しかったです。」

「色々な意見を聞いて、自分に足りない物や、できていない部分がよくわかりました。」

「他の会社の人とのコミュニケーションは、現場作業を仕事にしている場合、なかなか無いので、
  このような場は貴重だと感じた。」

「入社した時に比べ、知識・技能も向上し、社会人としても行動・態度もよくなりました。 
  研修を通して学んだ事を意識して行動したからだと思っています。」 などの感想が書かれていました。

グループ内でエールの交換

あなたと共に学べたお礼
あなたの素晴らしいところ
（自分にはなく、とても参考になり、刺激になったこと）
あなたの少し気になったところ
（ぜひ良くなって欲しいことや、自信を持ってほしいこと）
自分が考えている早く一人前になれるように、お互いに
頑張っていくべきこと

最後に同じグループのメンバーに対して

エール

グループ討議中 討議の結果を模造紙に書いていきます 討議の結果をグループ毎に発表します

1
2

3

4

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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　令和４年度後期技能検定試験が令和5年1月29日に筆記試験と特級実技試験、1月21日と2月4日に1級と
2級の実技試験が行われ、九州シートメタル工業会から10社43名が受検し、下記22名の方が合格されました。
（合格率51.2％） これで7年連続で合格率50％越えとなります。又、数値制御タレットパンチプレスの1級では、
5名が受検されて、合格5名で合格率100％でした。 本年度も同じ時期に技能検定試験はございますので、会
員各位の受検申請をお待ちしております。

技能検定合格おめでとうございます！

板 金 技 能 検 定 合 格 者

作業

工場板金
級 氏名 事業所

特級

特級

1級

1級

1級

長畑　純一工場板金

工場板金

ベルテクネ（株）

（株）三藤製作所

ベルテクネ（株）

（株）まるわステンレス工業

ベルテクネ（株）

（株）まるわステンレス工業

ベルテクネ（株）

（株）三藤製作所

ナサ工業（株）

ベルテクネ（株）

（株）三松

（株）三松

リョーユウ工業（株）

ベルテクネ（株）

ベルテクネ（株）

ベルテクネ（株）

ベルテクネ（株）

（株）アマダ

ベルテクネ（株）

ベルテクネ（株）

（株）ＨＫシートメタルテック

（株）アマダ

（株）三松

1級

1級

1級

1級

2級

2級

2級

2級

2級

2級

2級

2級

2級
2級

2級

2級

2級

2級

2級

渡邉　秀之

松岡　稔

中田　晃次

山下　柾

古賀　慎平

横尾　稜剣

廣津　礼

甲斐　健太

日田　健策

乾　翔太

中島　暢

仲摩　泰範

井上　朝日

河島　生

橋本　裕希

御厨　正平

橋本　智美

古山　翔

谷治　有一

小田　啓介
石本　典久

古賀　慎平

吉倉　佑眞

機械板金

機械板金

数値制御タレットパンチプレス

機械板金

機械板金

機械板金

数値制御タレットパンチプレス
数値制御タレットパンチプレス

数値制御タレットパンチプレス

機械板金

機械板金

機械板金

機械板金

機械板金

数値制御タレットパンチプレス

数値制御タレットパンチプレス

数値制御タレットパンチプレス

数値制御タレットパンチプレス

機械板金

機械板金

機械板金

機械板金

（株）三松

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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工場板金　特級
合格

機械板金作業1級
合格

数値制御タレットパンチプレス板金作業1級
合格

　今回で特級試験は３回目の挑戦でした。１回目は、学科・実技とも満遍なく勉強しまし
たが、覚える範囲が広く、両方とも不合格だった為、２回目は学科を中心に勉強し、学科
のみ合格となりました。今回の３回目は実技のみでしたので、気持ち的にも楽になり、合
格できたと思います。
　今年は勤続３０年目と節目の年でも有った為、是非合格したいと思っていましたの
で、合格出来て、とても嬉しく思います。今後は特級を目指す後輩達も居ますので、合格
の為のアドバイスを少しでも出来ればと思います。

　私はリョーユウ工業に入社して主にプログラムを担当してきました。現在はシャーリ
ング、ブランク、プログラムを管理しております。実技試験、過去の問題集などやってい
くうちに、少しずつスキルアップできているのではないかと思えるようになり、自信が
出てきました。初めての挑戦でしたので戸惑いもありましたが、過去の経験を活かすこ
とができたので合格することが出来ました。私がスキルアップすることで、社内のスキ
ルアップにも繋げることができると考え、試験に臨みました。　
　今後もスキルアップの為に色々なことに挑戦していきたいと考えております。
　最後に今回、受検の機会をくださった皆さまに心より感謝いたします。

株式会社 三藤製作所　 渡邉　秀之
わたなべ ひでゆき

　今回、学科の方では過去３年分の問題を繰り返し解き、間違った所は、答えを覚える
のではなく、なぜ、この答えになるのかを理解できるまで調べたり、聞いたりして、頭に
入れました。
　実技の方では、時間制限が有りますが、落ち着いて普段からやっているダブルチェッ
クや指差し呼称を確実に行いながら、何度も練習を行いました。失敗しても心が折れる
ことなく頑張れたのは、一緒に受検するメンバーと励ましあいながら、勉強できたことが
良かったのだと思います。忙しい中、休憩時間や休日などに教えて下さった先輩方、受検
できるチャンスを頂いた会社に感謝したいと思います。自分も、合格できたことに満足

せず、これからも知識と技術を磨きながら、これから受検される方の力になれればいいなと思います。

技能検定試験合格者コメント

様

リョーユウ工業 株式会社 廣津　礼
ひろつ れい

様

　　ベルテクネ 株式会社 松岡　稔
まつおか みのる

様

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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　今回、技能検定を受けるにあたり、実技試験に重点を置いて勉強を行いました。一つ
ずつの動作にどのような意味があるのかを理解することで、間違った作業を行った際に
もすぐに気づくことが出来ました。動作を理解するためには頭で覚えるだけでは不十分
だと思ったため、繰り返しリハーサルを行うことで、身に着けることが出来たことが合格
へ繋がったと思います。本番では勉強していたという自信もあり、落ち着いて試験に臨
むことができた結果合格することが出来てうれしく思います。そして、勉強した内容を仕
事に活かしていくことが大切だと思います。そのため、今回勉強した内容を無駄にしな
いよう、更に知識や技術を身に着け、今までより活躍できるよう頑張りたいと思います。

　私は、今回二回目の受検になります。 前回の受検時は、緊張して計算ミスなど色々
なミスをしてしまいましたので、今回は、事前に何度も復習をし自信をつけ焦らず慎重
に作業する事を心掛けた結果、合格する事が出来ました。機械操作をする上で、焦り
は事故やケガにも繋がりますので緊張してもまず落ち着いて作業に取り掛かることが
大事だと思いました。前回は実技で落ちましたが、諦めずに挑んで合格できたので
ほっとしています。二度目になっても前回の経験が必ず活かせますのでチャレンジし
てみるのもいいと思います。これからも、検定で得た知識や技能を業務に活かしたい
と思います。

株式会社 HKシートメタルテック 古山　翔
ふるやま しょう

様

株式会社 三松 石本　典久
いしもと のりひさ

様

合 格 率

28.6%

100.0%

42.9%

40.0%

52.6%

合格者数

2名

5名

3名

2名

10名

受験者数

7名

5名

7名

5名

19名

工場板金特級

数値制御タレットパンチプレス板金作業１級

数値制御タレットパンチプレス板金作業２級

機械板金作業１級

機械板金作業２級

51.2%22名43名合　計

合 格 率 詳 細

機械板金作業2級
合格

数値制御タレットパンチプレス板金作業2級
合格

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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「後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割」を
実施致しました

「効果的なOJTを実施するための指導法」を
実施致しました

　令和5年1月25日（水）にポリテクセンター福岡より委託を受
けた生産性向上支援訓練「後輩指導力の向上と中堅・ベテラン
従業員の役割」 を5社12名で実施致しました。このセミナーは、
中堅・ベテラン従業員が、これまで培ってきた経験を活かして、
後輩従業員を指導する為のコーチング法の知識と技能を習得
し、職場の課題の解決に向けた先導的役割を理解することを目
的にしたセミナーです。相互自己紹介から始まり、職場の問題と
課題の解決方法の基本、中堅・ベテランの後輩育成の役割、後
輩の能力開発の進め方、ティーチングとトレーニングについて、

コーチングとは、といった順番で講義は進み、9時から17時まで中
身の詰まった講習となりました。中でも丸や三角などの図形と線の
例題を口頭だけで伝えて、他のメンバーがその通りの図が書ける
か、と言う演習が盛り上がり、笑い有り、つっこみ有りで、笑顔の中
でも、人に口頭で説明してわかってもらえるのが、いかに難しいか
を学びました。感想では、伝える事の難しさを再認識した。とか、伝
えた後にどのくらい理解してくれているのかを確認する事が大切だ
と言う事がわかった。などの意見が多く有りました。

　令和5年3月10日（金）に令和4年度事業の最
後のセミナーとなる、「効果的なＯＪＴを実施す
るための指導法」を ポリテクセンター福岡よ
り、委託を受けて5社15名で実施致しました。こ
のセミナーは、後輩従業員へのノウハウの継承
を目指して、中堅・ベテラン従業員がもつ経験
や技術をOJTを通じて後輩従業員に伝達するた
めの知識と技能を習得する事を目的としたセミ
ナーになります。OJTとは、「On  T he  Job  
Training」の略語で、直訳すると「仕事を介した
訓練」と言う意味で、上司や先輩が、部下や後輩
に、実務を通して指導していく教育方法です。そのOJTを効果的に行う為に、教育の計画の立て方や、上手な伝
え方・聞き方・褒め方・励まし方などを演習を交えながら学びました。感想では、こちらから一方的に教えていた
ので、会話の中で、相手の理解度を確認しながら、相手に合った教え方をしていきたい。 部下を成長させる為に
は、自分も指導者として成長しないといけない。といった感想が多く有りました。

図の説明中 なかなかわかってもらえません

講義中の様子

講義中の様子

工 業 会 か ら の お 知 ら せ
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マイ
ブーム

MY BOOM

～継承～

〈瀬涯 洋介　瀬涯機工（株）〉

以上で私のマイブームの紹介でした。

これからも仕事も遊びも真面目に頑張ります！！

　さて私のマイブームというこ

とで今回、私が最近乗り始めた

バイクについて紹介したいと思

います。

　このバイクはハーレーダビッ

ドソンの通称トライクと呼ばれ

る三輪で、排気量１５００ｃｃの

大型バイクで普通免許、ヘル

メット要らずで乗れるバイクです。

   元々、若いころバイクを保有していた経験はあり、現在は250ｃｃのスクーターを保有しておりましたが、

ここ10数年乗らない状況にありました。

   このトライクは、私の父である前会長が5年前に購入し、休日に仲間とツーリングしたり、北海道一周の

旅に出かけたり70歳を過ぎてからの遊びのツールでした。

   70歳過ぎてからのバイクの運転は危険と考えてましたが会長本人は元々エンジンのついた乗り物が好

きで長年の夢だったハーレーダビッドソンに乗る事を非常に楽しんでおりました。

   そんな父が昨年の10月に死去した際に、私が受け継ぐ形となりました。

   当初は仕事優先でバイクに時間を割くことを良しとせず、エンジンをアイドリングするだけでした。しか

し3月になり暖かくなったことと、乗らないのであれば譲ってほしいとの声も多方から頂くこともあり、

せっかくだからと乗り始めました。

   10数年ぶりのバイクの運転、ギアチェンジ、二輪バイクとの操作性の違い、1500ｃｃというパワーへの

戸惑い等がありましたが乗って見ると爽快感とエンジンの躍動感に興奮し、父が喜んで乗っていた意味が

分かりました。

   乗り始めて3カ月ですが今は土日、会社へ通勤する際に乗り、帰りに町をぐるりと30分ぐらいのツーリ

ングを楽しんでいます。 最近は、自分が飽き性と恰好から入る性格なので、長く

乗るために革ジャンを入手し、それを着て運転しております。行く行くは長距

離のツーリングを計画しようと考えてます。

　父から会社以外に車、バイク、様々なものを受け継ぎました。時間もなく面倒

くさいと思う事もありましたが、その受け継いだものが自分も楽しく使える道具

として、自分のオンオフに使える事はとても嬉しくもあり感慨深く感じます。

将来自分の息子も受け継いでくれたらと思います。

　　　　　

   鹿児島県より参加させていただいている瀬涯機工株式会社の瀬涯洋介と申します。

　シートメタル工業会に入会し約3年となります。コロナ禍での入会でしたが、先日の総会でも多数の会員

の方とコミュニケーションが取れるようになったことを喜ばしく思います。

横から 前から

購入した革ジャン
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編   集   後   記

今   回   の   表   紙

TSMC ：Taiwan Semiconductor Manufacturing Company
世界最大の半導体ファウンドリー会社であるTSMC。2022年の売上高は9兆
7500億円を誇る。 意外に知られていないのが営業利益率52％という驚異的
な数字。世界に先駆けてファウンドリ型ビジネスモデルを構築し、特に巨額の
投資が必要となる半導体業界において他社が追随できないことがこの数字の
高さを物語っている。 そのTSMCが現在熊本県菊陽町に子会社JASM 
(Japan Advanced Semiconductor Manufacturing) を急ピッチで建設
しています。(表紙は2023年4月19日の建設中の写真です。） （JASM : 
TSMC、ソニーセミコンダクタソリューションズ、デンソーによる合弁会社) 日
本政府はそこに4,760億円を助成することを決定し、ソニーセミコンダクタソ
リューションズ570億、 デンソー400億、総額約1.2兆円の設備投資となるこ
の国家プロジェクトは、1980年代世界シェア50％超あった半導体産業に復権

の礎となるか注目が集まっています。＜JASMの概要＞ ・2022年4月着工、2023年9月竣工予定、2024年末生産開始・約1700人の雇用
（TSMC台湾から320名、ソニー200名、新卒120名、中途580名、アウトソース500名の予定）・12nm～28nm世代の半導体受託製造・月
間生産能力55,000枚（300㎜ウェーハ） 世界の半導体技術レベルに10年～20年以上の周回遅れとなっている日本。最先端を走る
TSMCは現在3nmの量産を開始しました。そうみると12nm～28nmは見劣りするように感じますが、この世代の半導体が技術が確立さ
れて安定している為、画像センターや車載、工作機械向けには合致する回路線幅とのことです。 サプライチェーンの観点から昨今の半導
体不足で自動車や工作機械のラインが止まったと大問題になっていることを考えればメーカーのニーズと経済産業省の思惑が一致したよ
うです。 また最近では次世代半導体の国産化を目指す「ラピダス」が回路線幅２nmの開発を発表。 賛否両論あるにせよ日の丸半導体の
復権に向け今後ますます半導体業界から目が離せません。

〈島津 竜太郎　（株）シマヅテック〉

　

　本年度から新しく企画推進委員会委員長になりました。株式会社三藤製作所の藤です。
副委員長の二人と共に頑張っていく所存ですので、顔だけでも覚えてください！！
定期総会でもお話しさせていただきましたが、本年度は積極的に福岡県だけでなく、九州全域にて
交流をしていきたいと思っております。こんなのやってほしいなどの要望も受け付けていますので、
どこかで見かけたら遠慮なく話しかけてください。
　今後とも企画推進委員会を宜しくお願い致します

〈 藤　雄一朗　(株)三藤製作所 〉

日　程

九州シートメタル工業会  今後の予定
予　定 開催場所 日　程 予　定 開催場所

6/13(火)・6/14(水) 問題解決（不良削減）実践訓練研修会メイン研修２日間 アマダ九州営業所

6/15(木)・6/16(金) 職長（製造業）・安全衛生責任者教育 アマダ九州営業所

リーダー能力強化セミナー1回目 アマダ九州営業所

7/11(火)・7/12(水)

7/6(木)

AP100中・上級研修会 アマダ九州営業所

7/4(火) パワーアップ研修会フォロー研修１回目 アマダ九州営業所

7/19(水)・7/20(木) 板金図面検定試験前講習 アマダ九州営業所及びZoom

8/2(水) 問題解決（不良削減）実践訓練研修会フォロー１日目 アマダ九州営業所

8/8(火)・8/9(水) AP100初級研修会 アマダ九州営業所

8/28(月) 板金ほへと研修会（新規セミナー） アマダ九州営業所

9/9(土) 板金図面検定試験 会場未定

9/12(火) パワーアップ研修会フォロー研修２回目 アマダ九州営業所

9/8(金)・9/9(土) アルミニウム合金のTIG溶接技能クリニック ポリテクセンター福岡

9/14(木)・9/15(金) NCTタレットパンチプレス初級セミナー アマダ九州営業所

9/20(水) リーダー能力強化セミナー２回目 アマダ九州営業所


